
外国につながる子どもたちへの日本語学習支援ボランティア養成講座 

日本語が十分ではない外国人児童生徒への支援として、日本語を教える学習支援ボランティアを養成する全１０ 

回の講座を日野市教育部生涯学習課、企画部平和と人権課、日野市国際交流協会の協働で実施します。 

受講修了者には、市内在住の外国につながる子どもたちへの支援をいろいろな場で行っていただけるようご案内 

します。（ただし、活動の機会が保障されるものではありません。） 

  

※講座内容の詳細は変更する場合があります。 

会　  場 講　       師

 9/15(木） 14:00～16:00 中央公民館 矢崎　理恵 氏(社会福祉法人「さぽうと21」学習支援室コーディネーター）

 9/22(木） 14:00～16:00 中央公民館 矢崎　理恵 氏

 9/29(木） 18:30～20:30 中央公民館 齋藤　ひろみ 氏(東京学芸大学教職大学院 教育実践創作講座 教授)

 10/3(月） 14:00～16:00 PlanT(プラント) 唐木澤　みどり 氏(学習院大学国際教育研究機構 PD共同研究)

 10/10(月・祝）14:00～16:00 PlanT(プラント) 唐木澤　みどり 氏

 10/20(木） 14:00～16:00 PlanT(プラント) 濱村 久美 氏(江戸川区立小岩小学校日本語学級支援員)

 10/24(月） 14:00～16:00 PlanT(プラント) 小川　郁子 氏(都立一橋高校非常勤講師)

 10/31(月） 14:00～16:00 PlanT(プラント) 小川　郁子 氏

 11/7(月） 14:00～16:00 PlanT(プラント) 小川　郁子 氏

 11/17(木） 14:00～16:00 中央公民館

第８回

日　　　  　時

内　　　　　　　　　　　　　　容

 外国人が置かれている社会状況概観
 １）日本で暮す外国人／現状と課題
　　 ・日本の外国人受け入れ政策　・在留資格制度の変遷
 ２）外国につながる子ども／現状と課題
　　 ・義務教育の対象外ということの意味、欧米との比較
　　 ・日本語指導が必要な児童生徒に対する制度的対策
　　 ・子どもたちの文化的、社会的背景（中国、フィリピンなど）
　　 ・高校受験と中退率　　・夜間中学　　・特別支援学級　　その他

第１回

 外国につながる子どもたちへの支援の実際
   体験ばなしと懇談

第２回

 外国につながる子どもたちへの教え方④　振返り、質問と懇談
   教え方について
　　・直接法と母語による教科補習
　　・教科と日本語の統合学習、教科学習支援のポイント
　　・体系的、集中的初期日本語教育の機会がない環境の場合の対応
　　・日本生まれ、日本育ちの子どもたち、低年齢で来日した子どもたちへの日本語指導の考え方、留意点

 現場からの報告、質問と懇談　日野市の各現場から
　・日野市における日本語指導が必要な子どもたちへの支援体制、現状と課題／教育委員会
　・学校現場における日本語指導が必要な子どもたちへの取組み、現状と課題 ／第一小学校石田恒久校長
　・日野市地域学校協働活動推進事業について、現状と課題／生涯学習課＋統括コーディネーター
　・日野市国際交流協会日本語教室子どもクラスから、現状と課題
　・通訳講師（日本語補助員）の現場から、現状と課題

第９回

第10回

 子どもの言語習得、発達心理
 １）外国のことばで学習するということ
　　 ・母語の習得と第二言語習得の関係
　　 ・まったくわからない言語、文化空間に身を置くということ
 ２）日本語指導の目的／全人教育としての日本語教育
 ３）日本語指導の五つの留意点

 外国につながる子どもたちへの日本語教育の基礎知識①
 １）生活言語能力と学習言語能力の違い
 ２）日本語の４技能（話す、聞く、読む、書く）の指導
 ３）教科の学びの困難と支援の方法
 ４）母語･母文化の保持･継承

 外国につながる子どもたちへの日本語教育の基礎知識➁

 １）日本語の構造／日本語を外側から見ると
 ２）日本語の基礎知識／文法・文型、音声、文字・表記、語彙
 ３）日本語教室の教育目的とプログラム･学習内容の考え方

 外国につながる子どもたちへの教え方①

 　小学生の場合　　・教え方の工夫　・教材のいろいろ　・JSLって何

 外国につながる子どもたちへの教え方②

 　中学生の場合　　・教え方の工夫　・教材のいろいろ　・高校受験について

 外国につながる子どもたちへの教え方③　ワークショップ
 １）模範授業のデモンストレーション
 ２）ケーススタディ／子どもたちの課題、問題点を読み解く

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回


